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【ＥＰＳパネル割付図】 【標準ＥＰＳパネル構造図】 
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覆工コンクリート 

インバートコンクリート 

天端調整パネル 

インバートパネル 

標準パネル 

標準パネル 外 気 

熱・水 

・断熱性：大（保温効果） 

・吸水性：小（保湿効果） 
支保工取付溝 重ね継手 

本技術はトンネル断面形状に合わせて成型加工したＥＰＳパネルを型枠脱型後の覆工コンクリート表面に密着さ

せて、その保温・保湿効果によりコンクリート初期強度の向上を図り、ひび割れを低減するものです。 

標準のＥＰＳパネルは大きさ１ｍ×２ｍ、厚さ５～１０ｃｍで軽量であり、塩ビパイプの支保材を用い人力で簡便にト

ンネル断面に沿ってセットでき、また重ね継ぎ手構造により保温、保湿効果が得られます。 



 
 

 
○温度測定結果より、保温養生効果を確認 

○シュミットハンマーテスト（材齢28日）の結果より、強度の増進を確認⇒保温・保湿養生の効果 

○弾性波レーダーによる鋼球接触時間測定結果より、表層の硬さ（弾性係数） 

 の増大を確認⇒表面の乾燥収縮ひび割れに対する抵抗性の増大 

①～④の手順を繰り返して１スパン分の養生が完了 

EPS パネル撤去後のコンクリート表面（湿潤状態） 

④支保調整材（棒ジャッキ）を伸ば

して EPS パネルを覆工面に密着 

①脱型後、セントルを 2m 程度移動

して支保材を周方向に仮設置 

②脚部より EPS パネルを建て込み、

支保材をパネル中央の溝に設置 
③天端用 EPS パネルを建て込む 

支保調整材 

（棒ジャッキ） 

支保材 

VUφ40 

【支保材・支保調整材】 

覆工温度測定結果（内部温度） 
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養生期間 

EPS養生 

養生なし 
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